
　４頁に示してある愛媛県県立中等教育学校の通学区域に関する規則（平成14年愛媛県教育委員会規

則第14号）に従って出願してください。

ア　海外帰国児童等としての扱いを希望する場合は、早めに海外帰国児童等取扱措置願を、小学校

　長に提出してください。（この場合、小学校長は、令和３年12月８日（水）までに海外帰国児童

　等取扱措置願を志願先中等教育学校長に提出するものとします。）ただし、やむを得ない事情で、

　期限内に提出できないときは、その事情を記した事由書を添えて提出してください。

イ　中等教育学校長は、海外帰国児童等取扱措置願の提出があった場合は、その写しを令和３年

　12月14日（火）までに教育長に提出し、当該者の海外現地校在学その他海外経験等の事情を勘案

　し、適性検査の実施等に関し講ずべき措置について協議するものとします。

ウ　海外帰国児童等とは、保護者とともに県内に住所を有する者又は令和４年４月１日までに県内

　に住所を有する予定の者で、帰国後の期間（帰国した日から令和３年12月14日までの期間をい



う。）が３年以内であり、かつ、外国における在住期間が、帰国時から遡り継続して１年以上で

あるものをいいます。ただし、保護者が引き続き海外に居住する場合は、身元引受人を保護者と

みなします。

　受検票は、令和３年12月27日（月）から令和４年１月５日（水）までの間に、小学校長を通じて

入学志願者に交付します。



ア　調査書の記録の評価は、50点満点とし、評価方法等については、中等教育学校長が定めるもの

　とします。

イ　作文、適性検査及び面接の評価は、それぞれ50点満点とします。

(1) 選考結果については、愛媛県個人情報保護条例(平成13年愛媛県条例第41号)第29条第１項の

　規定に基づき、口頭により開示請求をすることができます。

(3) 口頭による開示請求は、入学志願者本人が本人であることを確認できる書類（受検票等）を持参

　の上、土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日を

　除く日の午前８時30分 (１月14日（金）にあっては、午前９時）から午後５時までの間に、志願先

　の中等教育学校で行うこととします。








